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要旨 

１ 目的：本研究では、高齢者夫婦自身でコントロール可能な結婚満足要因を探索する。

双方の結婚満足度が高い夫婦は、お互いの情緒的機能が高いため、今後の老後生活におい

てお互いを主要なサポート資源とみなすことができる。不本意な家庭内離婚や熟年離婚を

体験することなく高齢夫婦が結婚を継続するためには、高い結婚満足を維持することが必

要である。結婚満足とは配偶者との対人関係であり「配偶者との相互関係を良好に保つ」

ことが前提と考えられる。 

Research Questions  

(1)呼称と結婚満足度に関連はあるか、 

(2) 朝の挨拶と結婚満足度に関連はあるか、 

(3) エゴグラムと結婚満足度に関連はあるか、 

(4) 不満要因は何か、 

(5)孤独感とうつ状態は結婚満足度に関連するか、 

(6)先行研究の結婚満足要因はサポートされるか  

2 方法：一方か双方が 65 歳以上で、同居家族がいない地域在住の空の巣期夫婦を対象と

し、調査票記入と個別の聞き取りを兼ねた対面インタヴューを行った。19人の調査を行っ

たが、そのうち、8 組 16 人のデータを分析対象とした。調査期間は 2008 年 3 月から 7

月であった。質問内容は、 

① 結婚満足度尺度（袖井 1984）、 

② エゴグラム・チェックリスト TEG2、 

③ AOK 孤独感尺度（安藤ら 2000）、 

④ GDS 短縮版（矢冨 1994）、 

⑤ 基本情報（性別、年齢、結婚継年数、健康感、家計状況、子の有無、介護の有無）、 

⑥ 呼称に関する質問、朝の挨拶に関する質問、不満要因に関する質問であった。   

3 結果：結婚満足度は、夫も妻も 13 点から 26 点であった。夫群と妻群の結婚満足度を比

較すると、妻群の平均点が夫群の平均点より高かった。夫の結婚満足が妻より高いカップ

ルは 1 組、同点のカップルは１組、夫の結婚満足が妻より低いカップルは 6 組（75％）で

あった。 

4 考察:Research Questions の検証  

(1)呼称と結婚満足に直接の関連は観察されず、お互いへの確固たる信頼があれば、何と

呼ばれても感情を害することはないことが分かった。 

(2)朝の挨拶と結婚満足には直接の関連はなく、会話の導入としての機能も限定的である

ことが判明した。対象夫婦のコミュニケーションは、非言語メッセージによる以心伝心が

含まれていた 

(3) エゴグラムと結婚満足の直接の関連は見いだせなかった。エゴグラムのパターンが夫

婦の相性を決定するのではなく、一方の言動が相手にどういう反応を呼ぶかは各カップル

や場面によって異なることが確認された。 

(4)妻から夫への不満は「主婦の領域に夫が口出しをする」一件であった。 

(5)孤独感、うつ尺度ともに、直接には結婚満足と関連しなかった。 

(6)サポートしたのは結果は家計項目（収入が高いほど結婚満足が高い）だけであり、性
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差（夫高妻低）と就労項目（双方が不就労で結婚満足が高い）では先行研究と矛盾する結

果となった。健康と介護項目に関しては、明確な関連は見られなかった。結婚満足が『妻

高夫低』と逆転したため、他の要因との関連が先行研究と一致しないことは不思議ではな

い。 
4 総合的考察：「高齢者夫婦が自分たちでコントロール可能」な結婚満足要因を発見する

ことはできなかった理由として、対象の妻たちは、(1) 世代的な要因もあって従来型の夫

婦観を持っていたため夫唱婦随、女は家庭の意識が強かったこと、(2) 夫から十分のケア

ーを受け取っていたこと、(3)専業主婦であったため、フェミニズムの影響を受けていな

いことから、結婚への不満が少なかったことを推察する。『妻高夫低』を始め先行研究と

矛盾する結果が出た理由は、(1) サンプル数が 8組 16 人と少なかったこと、(2)対象が筆

者の縁故募集であったため、selection bias が影響していると考えられる。以上の理由か

ら今回の結果を一般化することは困難である。今後は、多数のサンプルに対し、生育環境

による違い、世代による違い、地域文化による違いなどを加えた調査が必要であろう。 

 

 

キーワード：結婚満足、夫婦関係、定年後、空の巣期、 
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